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２．国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年の目標及び計画概要 
 

本研究は、高齢者が食思不振により、健康障害を起こしやすい状態（フレイルまたはプレ

フレイル）に陥ることを防ぐため、高齢者に向けた食品とその配送システムを開発すること

を目的とする。 

平成２８年度は、高齢者の咀嚼回数を測定できる装置を開発することを目的とする。その

ために、装置（咀嚼無線センサーおよびＰＣ用データ収集・解析ソフト）を購入し、高齢者

の咀嚼回数を計測するための環境整備を進める。また、咀嚼を計測する食品の選択基準につ

いて検討を開始する。 

 

 

3. 国際産学連携 日本―スウェーデン共同研究 本年度の実施概要 

本研究は、高齢者が食思不振により、健康障害を起こしやすい状態（フレイルまたはプレ

フレイル）に陥ることを防ぐため、高齢者に向けた食品とその配送システムを開発すること

を目的とする。 

平成２８年度は、高齢者の咀嚼機能を向上させる食品（咀嚼機能食品）の開発を開始した。

咀嚼回数と咀嚼強度を向上させ，かつ栄養状態を改善させるための食品のプロトタイプを開

発した。その即時効果を検証するために，若年健常女性 10名を対象に予備的検討を行った。

咀嚼機能食品および対照となる食品4品目ずつを食べたときの咀嚼筋の筋電図活動を記録し

た。その結果，４つの咀嚼機能食品を食べたときには，9％から 55％程度の咀嚼時間の延長

を認め，そのうちの 2品目では統計学的に有意な咀嚼運動時間の延長を認めた。この結果か

ら，咀嚼機能食品を摂取すると，よく噛む必要があることが伺える。本結果より，咀嚼機能

食品が高齢者の咀嚼機能を向上させる可能性が考えられた。今後は，様々な状態の高齢者を

対象に，咀嚼機能食品を摂取し，適切な運動をすることで，全身機能と口腔機能の向上が図

れるか H29年度以降に検証していく予定である。 

また，今後進めていくコホート調査のフィールドを確保するために，大阪府大東市との協

議を進めているところである。 


